
＊試験案内は最後までよく読んで、記載されている内容に同意した上でお申込みください。

（今回は複数受験はありません。）

　申し込まれた方は、試験案内に記載したすべての事項に同意されたものとみなし取扱いをさせていただ
きます。

＊消防設備士免状には甲種と乙種があり、甲種は工事整備対象設備等の工事、整備及び点検ができ、乙種
は整備及び点検ができます。

＊試験についての説明があります。
遅れないように人室してください。

１．試験の種類

２．試験の日時 令和７年２月２日（日）
入室（着席）　午前 9 時30分
試 験 開 始　午前10時00分

1  試験当日は、規格条件に適合した鮮明な写真を貼った受験票を必ず持参してください。
試験日の1 週間前までに受験票が届かないときは、当センターにご連絡ください。

2  試験会場に車・バイクの乗り入れはできません。会場周辺の店舗等への無断駐車は、
絶対にしないでください。

3  この試験案内は、受験から合格者の免状交付までの手続等について記載していますの
で、手続終了まで保管してください。

4  当センターホームページに「過去に出題された問題」の一部を掲載していますので、
参考にしてください。

お
知
ら
せ

試験の種類 工 事 整 備 対 象 設 備 等 の 種 類

甲種 特殊消防用設備等（従来の消防用設備等に代わり、総務大臣が当該消防用設備等と同等以上の性能があると認定した設備等）特　類
屋内消火栓設備、スプリンクラー設備、水噴霧消火設備、屋外消火栓設備
パッケージ型消火設備、パッケージ型自動消火設備、共同住宅用スプリンクラー設備第１類

泡消火設備、パッケージ型消火設備、パッケージ型自動消火設備、特定駐車場用泡消火設備第２類
不活性ガス消火設備、ハロゲン化物消火設備、粉末消火設備
パッケージ型消火設備、パッケージ型自動消火設備第３類

自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備、消防機関へ通報する火災報知設備、共同住宅用自動火災報知設備
住戸用自動火災報知設備、特定小規模施設用自動火災報知設備、複合型居住施設用自動火災報知設備第４類

金属製避難はしご、救助袋、緩降機第５類

消火器第６類乙種
のみ 漏電火災警報器第７類

甲
種
又
は
乙
種

消防設備士試験 試験案内消防設備士試験 試験案内

一般財団法人 消防試験研究センター 長崎県支部

　消防法（昭和23年法律第186号）第17条の9第1項の規定により、長崎県知事から委任された
消防設備士試験を次のとおり実施します。
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４．申請方法、 受付期間及び受付場所
申請方法は、  書面申請 （願書による申請） と　電子申請 （インターネットからの申請） の２通り

があります。 （具体的な手続きは、 ４ページの 「9．受験手続」をご覧ください。

５．受験資格
（１）甲　　種

甲種消防設備士試験を受験される方は、 12～14ページの別記1 甲種消防設備士試験の
受験資格が必要です。

（２）乙　　種
受験資格はありません。 誰でも受験できます。

（２）書面申請

（１）電子申請

受 付 期 間 受付時間 受 付 場 所

令和６年11月25日(月)から
令和６年12月  6日(金)まで

令和６年11月25日(月)
９時から

令和６年12月  6日(金)
23時59分まで

＊郵送の場合は12月6日の消印の
あるものまで有効

土・日を除く
９時から
17時まで

（一財） 消防試験研究センター長崎県支部
〒850－0032　長崎市興善町６番５号

電話  ０９５－８２２－５９９９
＊願書は郵送又は持参してください。

受 付 期 間 受付時間 問 合 せ 先

期間中24時間
受付

（一財） 消防試験研究センター電子申請室
電話  ０５７０－０７－１０００
問合せ時間　9時～17時
　　　　　　（土・日・祝日を除く。）  

３．受験地及び試験会場

受 験 地

長　　崎　　市

 

 

試　験　会　場

長崎大学（教養教育講義棟）

所　　在　　地

長 崎 市 文 教 町 1－14

※試験会場のご都合や収容人員の関係で、他の試験会場に変更となる場合もあります。
　受験票が届いたら、試験会場を必ず確認してください。受験票に記載された試験会場以外
　での受験はできません。

　（注）電子申請（インターネットからの申請）については、当センターのホームページに詳細な
　　　　利用方法や、Ｑ＆Ａが掲載されていますので、必ずこれをご確認の上お申し込みください。

　（注）受験願書が受理されているかどうかの問い合わせには応じることができません。
　　　　特定記録郵便を利用していただくと、ご自身で配達状況を確認できます。

　※身体の障害等により受験に際して必要な配慮（車椅子、補聴器等の使用など）を希望される
　　場合は、受験申請をする前にご相談ください。なお、内容によっては、ご希望に沿えない場合
　　がありますので、あらかじめご承知おきください。

６．試験の方法
（１）筆記試験

甲種及び乙種ともマークシートを使う４肢択一式です。
（２）実技試験（甲種特類はありません。）

鑑別等・製図とも、
※鉛筆又はシャープペンシル（HB又はB）、プラスチック消しゴムを必ず持参してください。

 写真、 イラスト、 図面等による記述式で行います。
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７．試験科目、 問題数及び試験時間

＊試験科目の一部免除を受ける方の試験時間は、短縮されます。 

種　別

種　別 試 験 科 目
類　別　問　題　数 試　験　時　間

一類 二類 三類 四類 五類 六類 七類
8共通消 防 関 係

類別法 令
機械

基礎的知識
電気
機械構造・機能
電気　及 び　
規格工事・整備

　 計 　
鑑 別 等

実技

実技

製 図
共通消 防 関 係
類別法 令
機械

基礎的知識
電気
機械

構造・機能
電気

及 び 整 備
規格

　 計 　
鑑 別 等

8 8 8 8 －

2時間15分
3時間15分

15分
45分

1時間30分
1時間45分

15分

7 7 7 7 7 －
6 6 6 － 10 －
4 4 4 10 － －
10 10 10 － 12 －
6 6 6 12 － －
4 4 4 8 8 －
45 45 45 45 45 －

5 －
2 －

6 6 6 6 6 6 6
4 4 4 4 4 4 4
3 3 3 － 5 5 －
2 2 2 5 － － 5
8 8 8 － 9 9 －
4 4 4 9 － － 9
3 3 3 6 6 6 6
30 30 30 30 30 30 30

5

区 分 別 計

甲種
特類

試　　験　　科　　目
消 防 関 係 法 令
構 造・機 能 及 び 工 事・整 備
火 災 及 び 防 火 に 係 る 知 識

問　題　数
15
15
15

試　験　時　間

２時間45分
（実技試験なし）

筆
　記

筆
　
　
　
　記

筆
　
　
　
　記

乙
　
　
　
　
　種

甲
　
　
　種
（
特
類
以
外
）

８． 試験科目の一部免除 （甲種特類を除く。）
次の①～⑥の資格を有する方は、 申請により試験の一部が免除になります。 この場合は、試験

時間が短縮されます。  

①　消防設備士免状の所有者
筆記試験のうち、 所持する免状の種類及び受験する種類により、 次表のように免除になります。

消防設備士資格による科目免除一覧表
受験する消防設備士試験の種別

甲１

◎
◎
○
○

甲２
◎

◎
○
○

甲３
◎
◎

○
○

甲４
○
○
○

○

甲５
○
○
○
○

乙１
○
◎
◎
○
○

◎
◎
○
○
○
○

乙２
◎
○
◎
○
○
◎

◎
○
○
○
○

乙３
◎
◎
○
○
○
◎
◎

○
○
○
○

乙４
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
◎

乙５
○
○
○
○
○
○
○
○
○

◎
○

乙６
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
◎

○

乙７
○
○
○
◎
○
○
○
○
◎
○
○

甲１
甲２
甲３
甲４
甲５
乙１
乙２
乙３
乙４
乙５
乙６
乙７

既
に
取
得
し
て
い
る
消
防
設
備
士
の

資
格
種
別

※　乙種消防設備士の資格で、 
甲種消防設備士試験の科目
免除を受けることはできま
せん。

※　表中の記号の凡例

◎：消防関係法令の共通
部分と基礎的知識が
免除になります。

 ○：消防関係法令の共通
部分が免除になります。

　なお、２つ以上の資格を有する方は、それぞれ資格ごとに申請できます。　
　電子申請の場合は、科目免除を「受ける」「受けない」を選択し、消防設備士免状での科目免
除の場合は免状番号を電子申請入力画面で入力し、消防設備士以外の資格で科目免除を受ける場
合は証明書類の画像データをアップロードしてください。
　書面申請の場合は、受験願書の試験の免除欄の「受ける」か「受けない」のいずれかに必ず○
を記入し、必要な証明書類を各種証明書等貼付欄にのり付けしてください。
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②　電気工事士免状を有する方（13ページ・７の該当者）

③　電気主任技術者免状を有する方（13ページ・８の該当者）

④　技術士登録証等を有する方（13ページ・６の該当者）

⑤　日本消防検定協会又は登録検定機関の職員で型式承認の試験の実施業務に2年以上従事した方

⑥　5年以上消防団員として勤務し、かつ、消防学校の教育訓練のうち専科教育の機関科を修了した方

免　　除　　内　　容 証　　明　　書　　類
①「基礎的知識」、「構造・機能及び工事・整備」のそれぞれの
科目中における電気に関する部分
②・甲種第４類、乙種第４類の実技は鑑別等試験の問１が免除
　・乙種第７類の実技は全部免除

電気工事士免状（コピー）
※電気工事士試験に合格していても免状
を所持していない方及び認定電気工事
従事者は免除は受けられません。

免　　除　　内　　容 証　　明　　書　　類
技術士の部門に応じ、試験の類について「基礎的知識」、「構造・
機能及び工事・整備」が免除
・機械部門…第１類、第２類、第３類、第５類、第６類
・電気・電子部門…第４類、第７類
・化学部門…第２類、第３類
・衛生工学部門…第１類

技術士第２次試験若しくは本試験の
合格証書（コピー）
又は技術士登録証（コピー）

免　　除　　内　　容 証　　明　　書　　類

「基礎的知識」、「構造・機能及び工事・整備」が免除 型式承認試験の実施業務の従事証明書
（原本又はコピー）

免　　除　　内　　容 証　　明　　書　　類
乙種第５類、乙種第６類のみ
①「基礎的知識」の科目中における機械に関する部分
②実技は全部免除

消防団員歴の証明書（原本又はコピー）
及び消防学校の教育修了証（コピー）

免　　除　　内　　容 証　　明　　書　　類
「基礎的知識」、「構造・機能及び工事・整備」のそれぞれの科目
中における電気に関する部分 電気主任技術者免状（コピー）

９．受験手続

  （１）電子申請

（一財）消防試験研究センターホームページから申請してください。
ア　申請方法

イ　受験資格証明書等の準備
　消防設備士免状以外の資格で、試験科目の一部免除を希望又は甲種消防設備士試験を受験
する方は、４ページの８．試験科目の一部免除、又は12～14ページの別記１を参照し、証
明書類を電子ファイル化（JPEG形式又はPDF形式）したものを申請情報入力画面に従って
アップロードしていただきますので、ご準備をお願いします。
　証明書類が旧姓で現在の姓と一致しない場合は、新旧の氏名が確認できる書類を証明書類
と併せてアップロードしてください。（例：運転免許証）（旧姓記載）、戸籍抄本、住民票等）
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９．受験手続

  （１）電子申請

（一財）消防試験研究センターホームページから申請してください。
ア　申請方法

イ　受験資格証明書等の準備
　消防設備士免状以外の資格で、試験科目の一部免除を希望又は甲種消防設備士試験を受験
する方は、４ページの８．試験科目の一部免除、又は12～14ページの別記１を参照し、証
明書類を電子ファイル化（JPEG形式又はPDF形式）したものを申請情報入力画面に従って
アップロードしていただきますので、ご準備をお願いします。
　証明書類が旧姓で現在の姓と一致しない場合は、新旧の氏名が確認できる書類を証明書類
と併せてアップロードしてください。（例：運転免許証）（旧姓記載）、戸籍抄本、住民票等）
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  （２）書面申請
   ア　受験願書
       ９～11ページの受験願書の記入例に従って、記入してください。
      （ア） 受験願書は、記載事項等に不備がある場合や、締切日を過ぎた場合は受理できません。
　　        この場合は、受験申請書類を返却いたします。返送の費用は、本人負担となります。 
       （イ） 受験申込後の「試験の種類」

※電子申請・書面申請ともに、書類等に不備がある場合は差し戻すこともありますので、
　受付期間内であっても余裕を持った申請をお勧めします。

、「科目免除」の変更はできません。
   イ　試験手数料の「振替払込受付証明書（お客さま用）」が必要です。
   ウ  甲種を受験する方は、12～14ページの別記１を参照してください。

  

   エ  試験の一部免除を受ける方は、４ページの8．試験科目の一部免除を参照してください。
オ  既に消防設備士免状の交付を受けている方は、その免状のコピーを受験願書のB面裏に

貼り付けてください。（免状の表と裏の両方をコピーして貼り付けてください。）
    なお、紛失等により免状をお持ちでない方は、受験願書提出前に免状の再交付の手続きを

済ませておいてください。

【注意】
　ご自身の受験資格の有無は、必ず事前に本試験案内、ホームページでご確認ください。
ご不明な場合は、（一財）消防試験研究センター長崎県支部にお問い合わせください。

ウ　注意事項

　なお、過去にいずれかの支部で甲種の試験を受験したときの受験票(控)又は試験結果通
知書（資格判定コード欄に番号が印字されているものに限る。) を提出することにより、
甲種の受験資格の証明に代えることができます（コピー可）。ただし、｢ガス主任技術者｣
の場合は第４類、｢工事補助５年｣の場合は添付する過去の受験票等と同じ指定区分を受験
する場合に限ります。

電子ファイル化に際しての留意事項

１　電子ファイル化は、
　１　デジタルカメラ・スマートフォンで撮影したもの又はスキャンしたもの
　２　証明書類の全体が鮮明に確認できるもの
　３　印影が欠けていないもの
　としてください。
２　証明書類を撮影する場合は、机等の平らな場所に置いて全体を写し、ピントを合わせ
　て鮮明に撮影してください。
３　原本を確認させていただく場合がありますので、原本は保管しておいてください。
４　アップロードできるファイルサイズは合計10メガバイトまでです。

　スマートフォンからも電子申請はできますが、願書情報の入力において、携帯電話会社の
提供するメールアドレスやフリーメールアドレスを登録された場合は、携帯電話会社やフリ
ーメール運営会社が行っている迷惑メール対策等により、当センターから送るメールが受信
できないことがあります。

詳細は、（一財）消防試験研究センターホームページ
（https://www.shoudo-shiken.or.jp/）をご覧ください。
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10．試験手数料及び払込方法
  （１）試験手数料

  （４）払込みされた試験手数料は、お返しできません。

11．受験票及び写真
（１）受験票の送付方法

イ　書面申請の場合
    受験票は、試験実施日の２週間前頃に郵送します。受験票が、試験日の１週間前に届いて

いない場合は、速やかに連絡してください。

ア　電子申請の場合
    電子申請締切後、申請時に入力された電子メールアドレスあてに受験票がダウンロードで

きる旨のメールを当センターから送信します。受験者本人が受験票をダウンロードして印刷
してください。

  （２）写真（電子申請、書面申請共通）
受験日前６か月以内に撮影した正面、無帽(宗教上又は医療上の理由がある場合を除く。）、

無背景、上三分身像の縦4.5cm、横3.5cm又はパスポート規格の大きさ、枠無し、鮮明なも
の（裏面に撮影年月日、氏名及び年齢を記入してください｡）を１枚準備して、受験票に貼って
ください｡（セロハンテープでは貼らないでください｡）デジタルカメラで撮影されたものは、
写真専用紙で印刷した鮮明なものとしてください。

写真は、受験者本人の確認及び免状作成に使用しますので、上記規格どおりの写真を貼った
受験票を試験当日必ず持参してください。

（３）受験票の氏名欄は、受験者の氏名をかい書で記入してください。

甲種（特類を含む。）
6,600円

乙種
4,400円

  （３）払込方法（書面申請の場合）
ア　当センター配布の所定の払込用紙を使って、郵便局又はゆうちょ銀行の窓口で払込んで

ください。（10ページ参照）
       試験手数料の払込みには、所定の払込手数料が必要です。

イ　次に「振替払込受付証明書（お客さま用）」を受験願書用紙Ｂ面の試験手数料欄にのり付け
　してください。（本人控えの「振替払込請求書兼受領証」では無効なので、注意してください。）
　「振替払込受付証明書（お客さま用）」を紛失、汚損等により受験願書に貼付できない場合、
　当センターでは責任を負えません。くれぐれも紛失、汚損等しないようにしてください。
　　紛失、汚損等した場合は、再度払込みの上、新たな「振替払込受付証明書（お客さま用）」
　を受験願書に貼り付けてください。
　　なお、再度払い込みをした後で、紛失した「振替払込受付証明書（お客さま用）」を発見し
　提出したときは、還付申請により先に払い込まれた試験手数料をお返しします。
　

  （２）払込方法（電子申請の場合）
　　払込方法は、次の決済方法から選択できます。試験手数料の払込みには、所定の払込手数料

が必要です。
　　ア　ペイジー（Pay-easy）決済　※情報リンク方式、オンライン方式

イ　コンビニエンスストア決済（セブン－イレブン、ファミリーマート、ローソン、ミニスト
ップ、セイコーマート）

　　ウ　クレジットカード決済（VISA、MasterCard、JCB、アメリカンエキスプレス、ダイナース）
※   （一財）消防試験研究センターでは、電子申請に係る試験手数料の収納に関して、全て

三井住友カード株式会社に業務委託しております。
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三井住友カード株式会社に業務委託しております。
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12．試験当日の注意事項
  （１）受験票を持参しないと受験できません。
  （２）受験票に6ページの11．（2）に示した写真を貼付していない場合又は貼付写真が不鮮明

な場合には受験できません。（写真の貼付位置は、下記の赤太線部分です。）

写真の裏面に氏名・年齢
及び撮影年月日を記載
6ヶ月以内に撮影したもの
（正面、無帽、無背景の
上三分身像又はパスポート
規格）

写真の裏面に氏名・年齢
及び撮影年月日を記載
6ヶ月以内に撮影したもの
（正面、無帽、無背景の
上三分身像又はパスポート
規格）
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13．その他の注意事項
（１）センターで受理した受験申請書類及び納入された試験手数料はお返しできません。
（２）受験願書提出後、住所又は電話番号を変更した場合は、速やかに連絡してください。
（３）試験中は、電卓、下敷、定規や携帯電話、スマートフォン、スマートウォッチ等の通信機
　　器の使用を禁止します。通信機器は必ず電源を切り、カバン等にしまってください。

（４）事故等により会場や日程を変更する場合には、長崎県支部からの緊急情報として当センター
のホームページに掲示します。特に、気象庁が発表する特別警報等の防災情報に対処して
試験日時を変更する場合の緊急情報は、試験開始時間の２時間前までに掲示します。

14．合格基準
甲種特類は、「消防関係法令」、「構造・機能及び工事・整備」、「火災及び防火に係る知識」の

各科目ごとに40％以上で、かつ、全体の出題数の60％以上の成績を修めた方を合格とします。
甲種及び乙種は、「関係法令」、「基礎的知識」、「構造・機能及び工事・整備」（乙種は「構造・
機能及び整備」）の各科目ごとに40％以上で、全体の出題数の60％以上、かつ、実技試験にお
いて60％以上の成績を修めた方を合格とします。
また、試験の一部免除がある場合は、免除を受けた以外の問題で上記の成績を修めた方を合格

とします。
なお、実技試験の採点は、消防法施行規則第33条の９により、筆記試験が合格基準に達した
方を対象としています。

15．合格発表
合格発表は、令和７年３月中旬頃です。受験者全員に郵便で合否の結果を直接通知します。
また、合格者の受験番号を当センター長崎県支部の入口に掲示するほか、ホームページに合格者
の受験番号を掲載します。（https://www.shoubo-shiken.or.jp/）
なお、電話による合否の確認、受験番号の問い合わせには、一切応じられませんのでご留意ください。

＊試験会場に車・バイクの乗り
入れはできません。

＊周辺店舗等への無断駐車に
苦情がきています。

　無断駐車は絶対にしないでく
ださい。

長崎市・長崎大学（文教キャンパス）

本原郵便局

浦上警察署
北消防署

純心高（東門）（正門）

西浦上中

十八親和
銀行

長崎大学

ケンタッキーOK PRO 住吉店

東
門

正
門

教養教育講義棟
（試験会場）

守衛室

守衛室

水 産 学 部

環境科学部

中部講堂
前広場

附　属
図書館

事務局アドミッション
センター 教養教育事務

工学部１号館

中部
講堂
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なお、電話による合否の確認、受験番号の問い合わせには、一切応じられませんのでご留意ください。

＊試験会場に車・バイクの乗り
入れはできません。

＊周辺店舗等への無断駐車に
苦情がきています。
　無断駐車は絶対にしないでく
ださい。

長崎市・長崎大学（文教キャンパス）

本原郵便局

浦上警察署
北消防署

純心高（東門）（正門）

西浦上中

十八親和
銀行

長崎大学

ケンタッキーOK PRO 住吉店

東
門

正
門

教養教育講義棟
（試験会場）

守衛室

守衛室

水 産 学 部

環境科学部

中部講堂
前広場

附　属
図書館

事務局アドミッション
センター 教養教育事務

工学部１号館

中部
講堂

　受験願書A面右下の（記入上の注意）をよく読んでから、この記入例にしたがって、黒色の
ボールペンでかい書で正しく記入してください。（鉛筆不可）
　なお、書き損じた場合は、横2本線を引いてその上に正しく書いてください。（訂正印は不要）

受験願書の記入例：書面申請用
願書受付後、変更・取消等は一切できませんので、よく確認してから記入してください。

（A面）
住所が 「長崎県長崎市興善町６番５号イーストビル５階５０１号」 の場合の記入例

左づめで記入。外国籍
の方は、住民基本台帳
に記載されている漢字
又はパスポートに記載
されているアルファベッ
ト氏名を記入

該当する元号に○を付
け、生 年 月 日 を 記 入

（ー桁の数字の場合は
前に0を記入）

郵便番号は正確に記入

受験願書を提出（郵送）
する年月日を記入

「長崎」と記入
姓・名をそれぞれの欄に、カタカナで
左づめで記入。カナ氏名の濁点・半濁
点は1マス使用

本籍の都道府県名を
記入。外国籍の方は、
「外国籍」と記入。
本籍コードは、受験
願書B面裏の都道府県
コードを必ず記入 

局番等の間は1マス
使用して「ー」でつな
げてください。

職場又は自宅等、日中
必ず連絡がとれる電話
番号を記入

3か月以内に他県で受
験の申請をされる方又
は受験した方は、都道
府県コード、試験種類、
試験日を記入

主となるものに○印を
付ける

所持している免状の
番号を必ず記入

書類等に不備があった
場合の連絡手段として
メールによる連絡を希
望する方はメールアド
レス（携帯アドレス可）を
記入。なお、迷惑メール
対策等の設定をしてい
る方は、当支部からの
メールが届くよう、ドメ
イン指定受信等の設定

（ドメイン名shoubo-
shiken.or.jp）を 行 っ
てください。

試験日2月2日を記入

試験を受ける種類を
記入

受験地には
「長崎市」と記入

試験案内の「８試験科
目の一部免除」参照
↓
免除の資格を有する方
は「受ける」「受けない」
の い ず れ か に○印 を
記入

消防設備士免状の交付
を既に受けている方は

「有」、いない方は「無」
に必ず○を付けてくだ
さい。

「有」の場合はすべて
記入

甲種受験者のみ
試験案内の「P12～14」
参照

住所は都道府県名から
記入
1段目は、字名まで記入
2段目は、丁目・番地
等をハイフンで略して
記入
3段目はアパート等名、
号室まで記入
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（Ｂ面）
・Ｂ面はＡ面の複写になっています。
《試験手数料の払込証明を貼付する》
１　受験願書と一緒に入っている払込取扱票を使用し、「郵便局」又は「ゆうちょ銀行」の窓口で、

試験手数料（甲種6,600円、乙種4,400円）を払い込んでください。（ATM不可）
２  「郵便局」または「ゆうちょ銀行」の日附印が押されていることを確認し、下図①の［振替払込
受付証明書（お客さま用）］を受験願書の試験手数料欄にのり付けしてください。

３　下の図①の［振替払込受付証明書（お客さま用）］を紛失されても当センターでは責任を負えません。

①

証明写真（縦4.5cm×横3.5cm）は、試験当日受験票に貼って持参して
ください。願書提出時には必要ありません。

※

る
貼
に
書
願
を
れ
こ

「郵便局」又は「ゆうちょ銀行」
の日附印が押されていること
を確認すること

②本人控え ①受験願書添付用

受験される種類の
払込金額を記入し
てください。

甲種　6,600円
乙種　4,400円

－10－
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貼
に
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こ

「郵便局」又は「ゆうちょ銀行」
の日附印が押されていること
を確認すること
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6

0 7 0 2 0 2

長崎市

各種証明書等貼付欄
　貼付する証明書（該当者のみ）

※証明書は原本又はコピー、証書・免状はコピーを貼付（A4サイズより大きいものはA4または
B5サイズに縮小し左上角から貼付してください。）

１　卒業証明書又は卒業証書（学科等明記）
２　単位修得証明書又は成績証明書  
３　学位記等（専攻等明記） 
４　受験票又は結果通知書
　　（過去に甲種を受験した時のもの）

５　電気工事士免状•電気主任技術者免状
６　技術士合格証書又は技術士登録証
７　５年以上消防団員として勤務したことを証明する書類
８　専科教育の機関科を修了したことを証明する書類
９　その他各種免許証又は証明書等

（書面申請の記入例ーB面裏面）

甲種受験者で
「乙 種 消 防 設
備士免状の交
付を受けた後、
整備経験２年
以 上 」 又 は

「工 事 補 助 ５ 
年 以 上」の 資
格で受験する
方は、事業所の
実務経験証明
が必要です。

事業所が異な
り通算する場
合 は、事 業 所
毎に証明書を
付けてくださ
い。

受
験
資
格
・
科
目
免
除
に
か
か
わ
ら
ず

※

　
消
防
設
備
士
免
状
（
甲
・
乙
す
べ
て
）
を
お
持
ち
の
方
は
免
状
の

コ
ピ

を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※

　
免
状
を
紛
失
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
験
願
書
提
出
前
に
免
状
の

再
交
付
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

該当する経験
内 容 に○を つ
けてください。

整備または工
事補助をした
消防用設備等
の具体的な名
称を記入して
ください。

事業所印

証明者印
（事業主等、証明資格のある方の印）

両方必要
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別記１

その他は原本又はコピー
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別記１

その他は原本又はコピー
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　受験しようとする試験の指定区分に係る

工事整備対象設備等の工事の補助者として、

５年以上の実務経験を有する者
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　学校教育法第104条に基づく、大学又は

学位授与機構により授与された、理学、

工学、農学又は薬学のいずれかに相当する

専攻分野の名称を付記された「修士又は

博士」の学位を有する者（外国においてこれ

らに相当する学位を授与された者を含む。）

学位授与証明書、

学位記、修了証書

又は修了証明書

※学位を取得して

いることがわかる

もので、専攻分野

の名称が付記され

たもの

６　卒業証明書等の証明書類が外国語表記の場合は、日本語訳を添付してください。

９　受験願書の氏名と各証明書類の氏名が相違している場合は、住民票、戸籍抄本等の証明書類を添付してくだ

　さい。（コピー可）

５　表中の単位修得証明書等には修得した「機械、電気、工業化学、土木又は建築に関する授業料目」及び「修得単

　位数又は時間」について、大学等において任意の書式で証明したものを含みます。（書式例17ページ参照）

７

８

技術者証（携帯用）
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　学校教育法第104条に基づく、大学又は
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たもの
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９　受験願書の氏名と各証明書類の氏名が相違している場合は、住民票、戸籍抄本等の証明書類を添付してくだ

　さい。（コピー可）

５　表中の単位修得証明書等には修得した「機械、電気、工業化学、土木又は建築に関する授業料目」及び「修得単
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７

８

技術者証（携帯用）
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（超伝導）
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（超伝導）

－17－

14ページ〔備考〕5（書式例）
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　表に申請者の郵便番号、住所、氏名を記入し、460円（簡易書留郵送料）分
の切手を貼り、裏面に受験番号を記入してください。

できません。
※次回の試験を受験される予定の方は、受験願書に既得免状の内容を記入する必要があり
　ますので、既得免状の写しを必ずとり、次回の受験まで保管してください。

460円分

　試験に合格された方は、下記の提出書類をそろえて、当センターに郵送又は持参により免状交付
申請をしてください。
　※特定記録郵便を利用していただくと、郵便局のホームページで配達状況を確認できます。

　「免状交付申請書」は、「試験結果通知書」と一連になっています。（切り離さないでください。）
　免状交付申請書に、申請日、申請者の氏名、電話番号等を記入し、提出してください。
　今回の免状交付申請から申請手数料の納付方法が変わります。申請手数料2,900円については、
原則、県の電子申請システムを利用してオンラインで納付してください。
　納付方法の詳細については、合格された方に免状交付申請書を送付する際に、別途お知らせします。
※これまでの申請手数料の納付方法であった長崎県収入証紙は、令和６年12月末をもって廃止され、
　販売を終了します。なお、既に購入済みの長崎県収入証紙は、令和７年３月末まで使用できます。
　詳しくは、長崎県消防保安室又は（一財）消防試験研究センター長崎県支部にお問い合わせください。
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　表に申請者の郵便番号、住所、氏名を記入し、460円（簡易書留郵送料）分
の切手を貼り、裏面に受験番号を記入してください。

できません。
※次回の試験を受験される予定の方は、受験願書に既得免状の内容を記入する必要があり
　ますので、既得免状の写しを必ずとり、次回の受験まで保管してください。

460円分

　試験に合格された方は、下記の提出書類をそろえて、当センターに郵送又は持参により免状交付
申請をしてください。
　※特定記録郵便を利用していただくと、郵便局のホームページで配達状況を確認できます。

　「免状交付申請書」は、「試験結果通知書」と一連になっています。（切り離さないでください。）
　免状交付申請書に、申請日、申請者の氏名、電話番号等を記入し、提出してください。
　今回の免状交付申請から申請手数料の納付方法が変わります。申請手数料2,900円については、
原則、県の電子申請システムを利用してオンラインで納付してください。
　納付方法の詳細については、合格された方に免状交付申請書を送付する際に、別途お知らせします。
※これまでの申請手数料の納付方法であった長崎県収入証紙は、令和６年12月末をもって廃止され、
　販売を終了します。なお、既に購入済みの長崎県収入証紙は、令和７年３月末まで使用できます。
　詳しくは、長崎県消防保安室又は（一財）消防試験研究センター長崎県支部にお問い合わせください。

受験申請から合格後の免状交付までの流れ

電　子　申　請 書　面　申　請
当センターホームページから電子申請

（受付期間に注意してください。）

受験票印刷のためのメール受取り
（試験日の２週間前頃にメールを送信します。）

受付完了メール受取り

試験手数料の払込
（申請後３日以内に払い込んでください。クレ
ジット・コンビニ・ペイジーなどが選べます。）

  ※所定の払込手数料が必要です。

受験票のダウンロード・印刷
（受験者がパソコンにダウンロードし、プリンター
で印刷してください。郵送はしません。）

【次に受験する方】
　甲種を受験したと
きの受験票（控）や
試験結果通知書は、
甲種の受験資格証明
に代えることができ
ます。
　また、電子申請の
資料にもなりますの
で、大切に保管して
ください。

受験願書・払込用紙・試験案内の入手
（願書等は、当支部及び長崎県内各消防署で配布
しています。）

受験願書の提出
（郵送又は持参）

受験票の受取り
（試験日の２週間前頃に発送します。）

試験手数料の払込
（郵便局やゆうちょ銀行の窓口で払い込み（ATM不可）、
「振替払込受付証明書（お客様用）」を願書B面に
貼付）※所定の払込手数料が必要です。

受験願書の記入・作成

受験票への写真貼付
（規定（縦4.5㎝・横3.5㎝）の写真を貼る。）

試　　　験
（写真を貼った受験票がないと受験できません。）

試験結果通知書の受取り
（当県支部から発送します。）

合格者は免状交付申請
（郵送又は持参）

免 状 交 付
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願書作成の最終チェック（書面申請）
チ　　ェ　　ッ　　ク　　項　　目

郵便番号・電話番号は書きましたか。

払込取扱票の「振替払込受付証明書（お客さま用）」を貼りましたか。
（郵便局日附印が押印されていないもの及び「振替払込請求書兼受領証」では無効です。）

受験資格または科目免除を受けるための資格を証明する書類等を貼りましたか。

消防設備士免状の交付を受けている方は、その免状のコピーを貼りましたか。

欄にボールペン等で、直接チェックしてみてください。

一般財団法人　消防試験研究センター長崎県支部
〒850－0032 長崎市興善町6番5号

TEL（095）822－5999　FAX（095）822－4655

＊試験会場に車・バイクの乗り入れはできません。

＊周辺店舗等への無断駐車に苦情がきています。無断駐車は絶対にしないでください。

長崎市立図書館

←至旧県庁 至諏訪神社→

至蛍茶屋→

長崎市中央
消防署

めがね橋電停 市役所電停

長崎市民会館

長崎市役所

眼鏡橋

興善町イーストビル5F
消防試験研究センター長崎県支部

市役所電停

商工会館

長崎女子
商業高校

興善町バス停

市役所上バス停

市役所上バス停興善町バス停


